
第第第第４４４４分科会分科会分科会分科会「「「「だれもがだれもがだれもがだれもが健健健健やかでやかでやかでやかで幸幸幸幸せにせにせにせに暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる健康健康健康健康・・・・福祉福祉福祉福祉のまちのまちのまちのまち」」」」    

 

■市民病院の充実をはかる（医療）    

プロジェクト名 市民病院の充実と健康長寿のまちづくり 

実施主体 市民 

目的・事業効果 ①市民病院等の医師、看護師の負担の軽減 

②医師の確保がしやすい環境を作る 

③医療費の軽減がはかれる 

事業内容 ①地域医療を支援する活動を大きなものにする 

②市民病院の現状を知ると共に、病気・延命治療についての知識を深める 

③普段の生活の中で健康管理に努める 

 

 

■地域全体で子育て（次世代育成） 

プロジェクト名 ま～るく つながる 子育て 

実施主体 行政（児童課、社会教育課、福祉課）、NPO、企業、地域包括支援センター、

地域 

目的・事業効果 ①お母さんたちの社会参加 

②収入を得ることでの経済的効果 

③孤育て、孤立を防止し、虐待防止効果につながる 

事業内容 ①乳幼児期を中心とした在宅ヘルパーの幼児版 

②先輩お母さんができる仕事を援助、推進する 

地域の先輩お母さん（育児経験者）が乳幼児期の子どもをもつお母さんに

対して、日常的な家事・育児のサポート・代行を行う。 

 今ある育児サポーターの枠を越えて本当にして欲しい支援（先輩お母さん

９ 
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ならわかる!!）をしてもらう。 

 地域の子育てサロン情報を知っている先輩お母さんが、自らの育児情報を

もって訪問することで、お母さんと地域を繋げる役割を担う。 

→「仕事」としてできる仕組みづくり 

 孤立しがちな乳幼児期に、お母さんが先輩お母さんと関わることで、孤育

て、孤立を防止し、虐待防止効果につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自然を利用した健康づくり（福祉） 

プロジェクト名 「南アルプスの表玄関」として日本一の健康寿命を目指す 

実施主体 島田市（長寿介護課）、NPO 法人等 

目的・事業効果 島田市の観光資源を活用して体力健康維持しながら元気で健康で長生きする

寿命を延ばす 

事業内容 市内各地区の名所、古蹟（大井川、川根温泉等）を利用し、散策道の整備を

行う（歩け歩けコースの設定を行う） 

・温泉を利用した体力回復（リハビリテーション） 

・ウォーキングロードの整備（トイレ、腰掛）と案内板（体力別コースの表

示：上級、中級、初級など）の設置 

・大井川鉄道と交通の柱（スイスブリエンツ・ロートホルン鉄道）を利用し

たコースを設ける 

・歩く道の駅を作り、地産池消を図る。地元の人や農家の支援・協力を得な

がら駅を創る。 
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第第第第５５５５分科会分科会分科会分科会「「「「自然自然自然自然とととと共生共生共生共生するするするする資源循環型資源循環型資源循環型資源循環型のまちのまちのまちのまち」」」」    

 

■ごみの分別収集による減量と資源化（ごみ・資源）    

プロジェクト名 ごみの徹底的分別収集による資源化の推進プロジェクト 

実施主体 ・ごみの収集システム   ―市（行政） 

・ごみの分別       ―市民（個人） 

・分別指導        ―市民（団体） 

・堆肥化、飼料化等の資源化―新規企（起）業化、市民 

目的・事業効果 

 

目的・ごみの処分量の削減 

・資源ごみの販売収入の拡大 

・堆肥と飼料のブランド化と販売 

効果・コスト低減（人件費、燃料費、物流費、設備費） 

  ・歳入増加 

  ・CO2 削減貢献 

事業内容 ・ごみの減量の推進 

・資源ごみの徹底的分別と活用 

・生ごみの分別と活用（堆肥、飼料）   

・自然素材（ケナフ等）の活用と栽培 

 

 

 

■自然エネルギーの活用（エネルギー） 

プロジェクト名 観せて魅せよう！水と緑の恵のエネルギー創出 

実施主体 NPO、市民からの提案を行政がバックアップ 

※頭のやわらかい若者世代が活躍できる場に。（しまだの EV 車創りと楽しい

市民の環境意識改革と協力 
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間伐事業で、エネルギーの生産と消費の循環づくり） 

目的・事業効果 防災・遊休地利用・若者の雇用創出で、新しい観光資源づくり。 

楽しい参加型の市民・NPO からの提案で、環境省の「グリーンニューディー

ル基金」を島田市で獲得することを目指す。 

事業内容 小水力発電を中心にした、地域実状に見合ったエネルギー創出。 

遊休地と既存の公共施設を活用し、防災拠点の創出と観光資源の発掘を行う。 

 

 

 

 

■環境教育活動（エコプラットフォーム）（環境教育） 

プロジェクト名 しまだエコプラットフォーム 

実施主体 （事務局を中心とした事業者に様々な人がかかわる）開かれた団体と市（事

務方）、企業、市民、研究者、学校（小、中、高、大）のネットワーク 

目的・事業効果 ・環境をテーマにした活動の情報の受け入れ・拡散によって、有機的連携を

はかり、人づくり・まちづくり！ 

・情報発信や交流する場、学びの機会をつくり環境意識の高い人づくり、町

づくり 

事業内容 教育（例：MOTTAINAI を伝える体験、講演、イベント等）・情報発信（例：

Web ツール）・拠点づくり（例：エコステーション、人･物･情報の交流する場）・

人と環境をつなぐ活動 
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